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は�めに 
 

多摩川の河川敷では、近年アレチウリ Sicyos angulatus 、オオブタクサ Ambrosia 
psilostachya、キクイモ Helianthus tuberosus、ハリエンジュ Robinia pseudoacacia 等の

外来植物が急速に繁茂、河川生態系への影響、種多様性の低下、景観の悪化などが危惧され

ている。とくに特定外来植物のアレチウリの繁茂については市民の関心も高く、沿線市民も

参加し、多摩川でのアレチウリの分布、立地特性やアレチウリ駆除後のモニタリング調査が

実施され、成果を上げつつある。多摩川でのアレチウリの現状は、把握されつつある（多摩

川市民による外来植生調査報告 2006）。 
 

 
 
 
 
 
 
アレチウリ          キクイモ          オオブタクサ 
写真-１ 河川敷の主要ツル植物 
 
これらの調査研究の過程で、アレチウリはクズ Pueraria lobata、ヤブカラシ Humulus 

japonicus、カナムグラ Cayratia japonica などの在来の多年生植物と混生する例が大半で

あり、一年生植物のアレチウリに代わって拡大傾向にあることが明らかとなった。このため

アレチウリ対策とともに、今後の多摩川の河川環境を考慮すると、他の在来性のツル植物も

合わせ考慮せざるを得ない状況にある。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図-1 アレチウリとともに混生しているツル植物 
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」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 アレチウリとともに混生する植物の出現頻度 
 

 
 

 
 
 
 

カナムグラ        ヤブガラシ        イシミカワ 
 
 
 
 
 
 
 

ガガイモ        ヘクソカズラ          ツルマメ 
           図-3 ツル植物の葉形 
 

このような状況から本調査研究では、以下の三点を目的として実施している。 
１．在来性のツル植物の分布・立地調査を行うとともに、既往の観察事例の整理ヒヤリン

グなどを通じて、その変動の様相と問題点を明らかにする。 
2．在来性ツル植物の駆除対策などを想定し、特定地区での群落組成調査、土壌調査、バ

イオマス調査等を実施し，その生育特性を解析することにより駆除対策の基礎的知見を

得る。 
3. 一部区域で駆除試験を行い、人為駆除の可能性と駆除の指針を得る。 
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1. 研究の��と対象地�  
1）. ツル植物の分布・立地特性調査 

    多摩川において、在来ツル植物であるｸｽﾞ、ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ、ｶﾅﾑｸﾞﾗ 
などの分布状況とツル植物群落の遷移上の位置づけを調査する。 
2）. ツル植物の生育特性調査 

多摩川においてツル植物が繁茂し、かつ市民の関心の高い 
地区を選定。空中写真、既存調査研究から河川地形変動、 
ツル植物の繁茂状況を整理・解析を行う。 
３）．ツル植物繁茂地区の群落組成、土壌立地、バイオマス特性 
などを調査し、ツル植物群落の生育特性を明らかにする。 
４）.ツル植物が河川生態系に及ぼす問題点を整理解析. 

ツル植物の繁茂地と類似立地の河川敷の植物群落組成を調査 
することにより、種多様性に与える影響を整理する。 
５）.特定地区「生態系保持空間」や「水辺の楽校」である狛江、 

大栗川合流点、淺川合流点などを事例対象として観察 
調査を実施し特徴を整理する。                    写真-2 種子をつけたクズ 

6）.ツル植物に対する対策検討と提案 
河川敷で駆除対策を試行、１年目、２年目に駆除地の植物群落の変動を調査する。駆除対

策は，刈り払い、除根、上層土壌剥ぎ取り、可能ならば火入れなどを試行する。 
7）.ツル植物対策について河川管理者、市民、研究者が意見交換の場を設ける。 

 
2. 調査�� 

1）���川に���ツル植物��の�� 
 河川水辺の国勢調査などで、これまでツル植物群落はどのように経過してきたかを調査

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      図-4 オオブタクサとアレチウリの分布量 （河川水辺の国勢調査） 
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図-5 オオブタクサとアレチウリ分布量の経年変化 （河川水辺の国勢調査） 
 

河川水辺の国勢調査では、オオブタクサとアレチウリと一緒に扱われおり、当時は大繁茂

の状況になかったと思われる。 
 

2）�多摩川にお�るツル植物繁茂の�状 
（1） ��ツル植物の繁茂 
多摩川では２００６年、特定外来植物のアレチウリが最盛期を迎えた。その後、アレ

チウリはやや劣勢となり、代わって在来のツル植物クズの繁茂が目立っている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真-3  淺川合流点のアレチウリ群落 
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各ツル科植物の長さと節数の関係

R
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特定地区「生態系保持空間」の一つである淺川合流点地区でも、近年のクズの繁茂は著しい。

クズは進入した樹木に覆いかぶさって繁茂している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 

写真-4 淺川合流点のクズ群落 
 

（2� 主要ツル植物の成長 
 ここで主要ツル植物，クズ，アレチウリ，ヤブガラシの成長速度を節数とともに比較検

討した．節数は少ないがクズがもっとも成長速度が速い． 
 

クズ： 

y =0.0332x + 2.3183 

アレチウリ： 

y = 0.0650x + 5.4766 

ヤブガラシ： 

y = 0.1912x + 3.1862 

ここで、ｙ：節数 ｘ：長さ 

 
 

 
 

図-6 主要ツル植物の成長と節数 
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成長の基盤となる葉面積を比較すると，ここでもクズが大きな値をとる． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-7 主要ツル植物の成長と節数 
 
（3� 主要ツル植物の成長と種子生産量 
 主要ツル植物の種子生産量を調査した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-8 アレチウリの分枝と種子生産 
 

茎の最長部分の長さは 12.5m であるが、分枝した全体の長さを総計すると、実に 75.9ｍに

及ぶ。さらにツル先に結実した種子群は 3-5 個の種子をつけている。このため一株に結実す

る種子の総数は 1030～1648 個と計算される。 
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（4） クズ群落の��� 
 現状でクズの半もがどこまで進んでいるかを，航空写真を併用して調査した． 
 

1）淺川合流点付近 
クズ群落は植生全体の 39.3％を占めていた 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図-9 淺川合流点付近のツル植物群落の変遷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植生図 

クズ群落 

航空写真 

2008 年 10 月 
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（5） 火災の影響 
 ツル植物の抑制の方法の一つに、伝統的な手法でもある火入れがある。 
 
 
 
 
 
写真-5 渡良瀬遊水地での火入れの様子（Web サイトより） 

 
 
 
 
 
 
 
 
図-10 火入れ時の温度変化（渡良瀬遊水地） 
 

地上部は炎の通過時、温度は最大 300℃以上まで上昇、地下部は炎の通過時も、それ以外の

時間帯にもほとんど温度環境に変化は見られない。地上部に比べ地下部は炎による被害は

ほとんどないと考えられる 
 

1）クズ���の影響 
 昨年末に伸びが発生したことから、これを機にツル植物に対する火災の影響を調べた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-6 火災で焼けたクズのツル（東京葛飾区） 
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写真-7 火災で焼けたクズのツル（東京板橋区）2008 年 3 月 2 日（日） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-8 火災後再生し始めたクズ（東京板橋区）2008 年 4 月 29 日（火） 

 

 写真-9 地下根塊部から再生するクズ    地上ツル部分からの再生はない 
 

クズの地上部ツル部分は焼けて，その部分からの萌芽，再生はない．しかし，地下根塊部

からは盛んに再生，夏までに地表面を覆うまでになった．  
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2�アレチウリ、ヤブガラシ�の火災の�� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 写真-10 火災後、一年生のアレチウリは盛んに種子発芽をした。 
 
 

  写真-１1 火災後、ヤブガラシは地下茎から盛んに発芽をした。 
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1. 多摩川の植生区分 
 研究代表者は 1996 年（河川財団総合研究報告 2 号）に、多摩川を例として「河川水辺の

国勢調査（植物調査編）の活用」と題して、河川植生から見た多摩川の景観区分を試みた。 
その当時、すなわち 1995 年作成の多摩川河川敷現存植生図によると、ツル植物を表現す

る植物群落はクズーカナムグラ群集とアレチウリ群落であるが、その出現頻度と占有率は

きわめて低いものであった。 
当時最大の面積を占めていた群落はオギ群集で、面積で 150ha に及ぶ占有率で群を抜く

占有状況であった。しかし、今日では、オギ群集の多くはクズーカナムグラ群集やアレチ

ウリ群落に変化し、その植生景観は大きく変化している。最新の「河川水辺の国勢調査（植

物調査編）」の調査結果で比較検討することも重要である。 
 1996年（河川財団総合研究報告2号）「河川水辺の国勢調査（植物調査編）の活用」で示

された植生景観区分は、以下のようなA：河口域、B：河口域減塩沼地、C：下流域下部、D：

下流域上流、E：中流域中部、F：中流域下部、G：中流域上部、H：上流域下部の8地域に区

分される結果であった。 

 
 
 
 
 
図－1 多摩川の植生景観区分 （佐々木、1996） 

 
 
 
 
 

植生景観区分  
A：河口域    B：河口域減塩沼地 C：下流域下部 
D：下流域上流  E：中流域中部   F：中流域下部 
G：中流域上部 H：上流域下部 
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 表-1  植生景観区分 
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  図－2 多摩川の主要河川 
 
1984 年から 1994 年までの約 10 年間の植生変化量でみると、外来生の樹林のオニグルミ群

落が 367.5％、ハリエンジュが 286.3％といずれも高い増加率であった。なお在来の樹林で

あるイヌコリヤナギ群集が 133.1％、コゴメヤナギ群集も 50.6％の増加率であった。 
一方、草本植生では、ヨモギーイタドリ群落が 178.8％、ツルヨシ群集が 83.2％、オギ群集

が 56.3％、マルバヤハズソウーカワラノギク群集が 46.6％、ヨシ群落 5.6％のそれぞれ増

加という結果であった。 
 現状において、オギ群集が激減し、クズやアレチウリのツル植物群落の面積が増大して

いる中で、植生景観の区分について再度検討する必要があろう。 
 
2. クズとアレチウリの特性 バイオマ��化学成分分�からの検討 
 現状で大繁茂しているクズ Pueraria montana とアレチウリ Sicyos angulatus の特性

について以下に記述する。 
 クズは多年生（perennial）でありアレチウリは一年生草本(annual)であり、多年生植物

は植物体（根茎）に多量の窒素化合物や炭水化物を保有し、急速な成長を支えることがで

きる。一方、アレチウリなどの一年生のツル植物はこの条件で劣り、数分の一未満の含量

であることも大きな特性の違いである。 
 一方で、いずれも高い生産量 biomass を持つツル植物であるが、その高い生産量は河川

敷の土壌に含まれる化学成分に依存している。 
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 調査対象地の府中地区は砂湿土壌で窒素酸化物の含量が少なく、一方の小栗地区では壌

土質で窒素酸化物の含量が高い傾向があり、生育密度と成長量で小栗地区が勝っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クズの生産量 biomass の季節変動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クズの地下茎と茎における 
   生産量 biomass の季節変動 
 
 
 
 
 
 
 
アレチウリの生産量 biomass の 

季節変動 
図－3 バイオマス量 
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クズとアレチウリ生育地におけ

る土壌中の総窒素ＴＮ季節変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クズ生育地における土壌中の総

炭素ＴＣ季節変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クズとアレチウリ生育地におけ

る土壌中の総リンＴＰ季節変化 
図－5 土壌中の化学組成 
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植物体（根茎、茎、葉）中に含まれる窒素含量は、クズでは必ずしも土壌の化学成分に依

存していないが、一年生のアレチウリでは土壌中の化学成分に大きく依存している。植物

体内における窒素含量の季節変化をみると、クズ、アレチウリともに同じような傾向を示

している。一般的にはアレチウリが高い窒素含量を有している。三春ダムでの結果も同様

の傾向であった。 
 
 
 
 
 
 
クズ植物体中の総窒素ＴＮの季節

変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クズ植物体中の総リンＴＰの季節

変化（府中サイト） 
 
 
 
 
 
 
 
クズ植物体中の総リンＴＰの季節

変化（小栗サイト） 
 
図－6 植物体内の化学組成 
    （クズ） 
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植物体内における総窒素ＴＮ，総リンＴＰでは、若い葉に多い傾向がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アレチウリ植物体中の総窒素

ＴＮの季節変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アレチウリ植物体中の総リン

ＴＰの季節変化 
 
 

 
 図－7 植物体内の化学組成（アレチウリ） 
 
高い炭素化合物を含有するクズの地下茎や茎において、その炭素化合物（ＴＮＣ，ＷＳ

Ｃ、澱粉）の性状は、澱粉など複合化合物ではない炭素化合物の状態で存在している。 
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3�多摩川におけるツル植物繁茂の遷移�の�� 
 河川水辺の国勢調査で調査された資料をも用い、これまでツル植物群落はどのように経

過、遷移してきたかを検証した。 
河川敷に生育するツル植物には、アレチウリ、カナムグラ、ヤブガラシ、クズ、ツルマ

メ、ガガイモ、カラスウリ、イシミカワ、トコロ、ゴキズルなど多数種あるが、ツル植物

繁茂で問題となってくるツル植物は限定されてくる。多摩川河川敷で問題となってくる主

要なツル植物の生活形と遷移の位置づけをすると以下のように整理される。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
図-3 主要ツル植物の生活形と遷移の位置 
 

 ここでいう主要ツル植物の内，遷移の初期段階で繁茂するのは一年生のアレチウリで，

ついで多年生のヤブガラシ、カナムグラが優勢となる。さらに最終的には木本性のツル植

物であるクズが優占種となる。条件によってクズの進入が初期段階でおこなわれると、そ

のまま急速にクズ優占群落に達することになる。実際、裸地において最初からクズ群落と

なるケースも多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真-1 アレチウリからクズ群落へと遷移が進む多摩川宿河原地区 21.8km 

アレチウリ 

カナムグラ、ヤブガラシ 

ク ズ 

一年生ツル植物 

Annual vine 

多年生ツル植物 

Perennial vine

木本生ツル植物 

Tree vine 

19



 宿河原地区、21.8km 付近の左岸のクズとアレチウリの群落の変遷を見ても、両種の競合、

遷移動態を結果、初期段階で優勢だったアレチウリは激減し、そのほとんどがクズ群落に

遷移している。 
 
河川敷に生育するツル植物群の動向を見ると、初期の繁茂は一年生のアレチウリ，ついで

多年生のヤブガラシ、カナムグラが優勢となり、最終的には木本性のツル植物であるクズ

が優占種となる。その後クズは長期にわたって群落を維持することとなる。 
図-3 の模式図を書き換えると、以下の図-4 のように表現される。クズの段階に達した河川

敷の植生景観は、著しい藪状で景観的、安全利用、健康管理上でも好ましいものではない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図-4 主要ツル植物の生活形と遷移の位置 その 2 
                 
4�多摩川河川敷植生の遷移系列の考察 
 次に多摩川における河川敷植生の遷移系列を考察してみる。 
1）乾性立地 
高水敷などの乾性の立地ではヌルデ、タラノキ、アカメガシワ、ネムノキなど先駆性木

本種が進入、低木から高木群落を形成（ヌルデ－アカメガシワ群落）する。この段階で偏

向遷移として外来植物や逸出植物であるハリエンジュ、ニワウルシ、マグワ、オニグルミ、

クコ、タチバナモドキ、キササゲ、アキニレ、トウネズミモチなどが群生する例も多い。

次期の遷移段階では自然遷移としてエノキ、ムクノキ、ケヤキ、コナラなどの侵入が進み

ムクノキーエノキ群集あるいはコナラ－ケヤキ群落の高木林となる。さらに極相林として

常緑広葉樹のタブノキ、ヤブニッケイ、アオキ、ヤブツバキなどで構成されるイノデータ

ブノキ群集へと遷移すると考えられる。 
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  図-3 多摩川河川敷における植物群落の遷移系列 （乾性立地） 
 
2）湿性立地 
 一方、低水路や水際の湿性立地では、主にヤナギ類の木本種によって植生の遷移が進行

していく。先駆性木本種としてイヌコリヤナギやカワヤナギがまず進入、低木林状のイヌ

コリヤナギ群落を形成する。次いで亜高木林であるタチヤナギ林、最終的には高木林のジ

ャヤナギ、アカメヤナギ、コゴメヤナギなどによるジャヤナギーアカメヤナギ群集に遷移

すると考えられる。この時、偏向遷移として外来種のシダレヤナギが群落を形成する場合

があり、とくに多摩川下流域でその傾向が強い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図-3 多摩川河川敷における植物群落の遷移系列 （湿性立地） 
 
とくに、下流域では在来のヤナギ種とシダレヤナギの交雑が盛んに進んでおり、これら交

雑種による群落が形成されている。 
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5.� 多摩川河川敷に��る植物群落（インベン�リ�） 
多摩川河川敷では、奥田 1970 の研究があるが、今回の調査で以下の群落が確認された。 
各群落について、植物社会学的な群落組成調査を実施し、その群落組成表を表-2 から表-12
に表記した（表－2～表－12 参照）。 
 
1 年生アッケシソウクラス  
 ウシオハナツメクサ群落 
タウコギクラス  
 メリケンガヤツリ群落 
 ミゾソバ群集 
 カワヂシャ－オオカワヂシャ群落 
 アメリカセンダングサ－オオイヌタデ群落 
 オオクサキビ－ヤナギタデ群集 
 クグガヤツリ－ヌマガヤツリ群落 
 タマガヤツリ群落 
 ミゾコウジュ群落 
 ツルマメ群落 
シロザクラス  
 ナギナタガヤ群落 
 ハルシャギク群落 
 オオキンケイギク群落 
 ハマダイコン群集 
 カラシナ群落 
 カラスムギ群落 
 ナガミヒナゲシ－ネズミホソムギ群落 
 オオブタクサ群落 
 アレチウリ群落 
 ヒエガエリ群落 
ヌマハコベ－タネツケバナクラス  
 オランダガラシ群集 
オオバコクラス  
 オニウシノケグサ群落 
 オオニワゼキショウ群落 
 ナガバギシギシ－ギシギシ群集 
 シャクチリソバ群落 
 ネズミノオ－カゼクサ群落 
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ヨモギクラス  
 キクイモ群落 
 ハナウド群集 
 イヌアワ群落 
 セイバンモロコシ群落 
 ヤブカンゾウ－クサソテツ群落 
 ヤマゼリ群落 
 アズマヤマアザミ群落 
ヨシクラス  
河口域 イセウキヤガラ群集 
 シオクグ群集 
 アイアシ群集 
 ウシノシッペイ群落 
 コウキヤガラ群落 
 チクゴスズメノヒエ群落 
中流 フトイ－サンカクイ群落 
 サンカクイ－コガマ群集 
 ヒメガマ群落 
 ミクリ群落 
 トクサ群落 
 セリ－クサヨシ群集 
 ヨ シ群落 
 イヌドクサ群落 
 オ ギ群集 
 クズ－オギ群落 
上流 ハイコヌカグサ群落 
 ツルヨシ群集 
 ヤマアゼスゲ群落 
ススキクラス  
 カワラヨモギ－カワラサイコ群集 
 シ バ群落 
 チガヤ群落 
 オトコヨモギ－トダシバ群落 
 レンリソウ－ススキ群落 
 オガルカヤ群落 
 タケニグサ－イタドリ群落 
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 カリヤスモドキ群落 
 シラン－ススキ群集 
 ユキヤナギ群集 
 コマツナギ群落 
クラス・オーダーは不明  
カワラハハコ－ヨモギ群団  
 マルバヤハズソウ－カワラノギク群集 
 マルバヤハズソウ群落 
 キバナコスモス群落 
    ハルシャギク群落 
 ヤハズソウ群落 
 オオアレチノギク－ヒメムカシヨモギ群落 
ヒルムシロクラス 
    コウガイモ群落 
    ホザキノフサモ群落 
    オオフサモ群落 
チャセンシダクラス  
 ダイモンジソウ群落 
 コバノヒノキシダ－ヒメウラジロ群落 
 ウラハグサ群落 
ノイバラクラス  
 ク コ群集 
 センニンソウ群集 
 クズ群落 
 アズマネザサ群落 
 メダケ群集 
 ヤマブキ群落 
 タチバナモドキ群落 
オノエヤナギクラス  
 イヌコリヤナギ群集 
 ネコヤナギ群集 
 コゴメヤナギ群集 
 タチヤナギ群集 
 フサフジウツギ－フジウツギ群落 
クラス・オーダー不明  
クサギ－アカメガシワ群団  
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 キササゲ群落 
 ニセアカシア群落 
 ニワウルシ群落 
 オニグルミ群落 
 マグワ群落 
 クサイチゴ－タラノキ群集 
ブナクラス  
 ムクノキ－エノキ群集 
 コナラ－ケヤキ群落 
上級単位不明  
 シナダレスズメガヤ群落 
植林  
 マダケ群落 
    ハチク群落 
    クロマツ群落 
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6. 多摩川の��植� 
 多摩川河川敷で確認された植物群落について、その主な群落相観写真を以下にあげた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-2 稀なカワラニガナ植分（マルバヤハズソウ－カワラノギク群集）090917 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-3 ハマダイコン群集、とくに河口付近に多い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-4 ナガバギシギシ－ギシギシ群集 090530 写真-5 ヌマガヤツリ群落 081030 
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写真-6 フトイ群落            写真-7 ヒメガマ群落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-8 アイアシ群集 河口付近 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-9 ウシオハナツメクサ群集 河口付近 
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写真-10 フトイーサンカクイ群落    写真-11 コウキヤガラ（エゾウキヤガラ）群落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-12 ツルマメ群落 090915                

写真-13 オギ群集 
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写真-14 レンリソウーススキ群落    写真-15 チガヤ群落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-16 ツルヨシ群集 
 
 
 
 
 
 
 
写真-17 クサイチゴ－タラノキ群集（アカメガシワ林）080607 写真-18 マグワ群落 080607 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真-19 河川敷内に成立したムクノキ－エノキ群集 090915 
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写真-20 シオクグ群集 河口付近 
 
 
 
 
 
 
 
                    写真-21 ウシオツメクサ群落 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-22 河原に生育したイヌドクサ群落 080605 写真-23 コウキヤガラ群落 081031 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-24 ヤナギタデ群集とヤナギタデの花穂 
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写真-25 ヨシ群落とヨシの花穂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   カワラナデシコ 
 
 
 
写真-26 稀となったカワラヨモギ－カワラサイコ群集 090531    カワラノギク 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-27 レンリソウ－ススキ群落    写真-28 中流域に見られるハナウド群集 090517 
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写真-29 岩上のユキヤナギ群集 080717 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-30 人為的な保護が推定されるマルバヤハズソウ 
              写真-31 上流域の河岸岩上のカリヤスモドキ群落 080717 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
写真-32 上流の河辺にみられるヤブカンゾウ－クサソテツ群落 090916 
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写真-33 ミゾソバ群集と花穂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-34 クズ群落と混生するヤブガラシ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-35 イタドリ群落とその花穂 
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写真-36 浮葉植物群落 
オオフサモ群落 

 
 
 
 
 
 
 
写真-37 ミズハナビ群落 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-38 沈水植物群落ホザキノフサモ群落   写真-39 コウガイモ群落 
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写真-40 クコ群集とクコの果実 
 

 
写真-41 コゴメヤナギ群集 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-42 タチヤナギ群集 
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7. ���の外来植物群落 
 以下に主要な外来植物群落の相観写真を以下にあげる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-43 アレチウリ群落（09.09.16）とアレチウリの花 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-44 オギ草原を被ったクズ－オギ群落（081031）とクズの花 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-45 オニウシノケグサ群落（080605）とその花穂        
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写真-46 シナダレスズメガヤ群落（090530）とその花穂      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-47 メリケンガヤツリ群落（090530）とその花穂        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-48 河原に先駆的に成立したキササゲ群落 080605   

写真-49 河原を広く被ったナガバギシギシ－ギ 
シギシ群集 091115 
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写真-50 丸石河原に生育したキバナコスモス群落 081029 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-51 河原植生に含められたオオアレチノギク－ヒメムカシヨモギ群落 090917 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-52 ハルシャギク群落        写真-53 ヤハズソウ群落 
 
 
 

38



 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-54 河辺に帯状に発達するアメリカセンダングサ  

－オオイヌタデ群落 090915     写真-55 丸石河原を占めるナガミヒナゲシ－ 
ネズミホソムギ群落 090530 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-56 栽培から逸出したタチバナモドキ群落 091115     

写真-57 巨大なオオブタクサ群落 090915 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-58 オランダガラシ群落とその近影 
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写真-59 富栄養な岩上に生育したヒエガエリ群落 090531 
                   写真-60 チクゴスズメノヒエ群落 081031 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-61 多摩川では稀なオガルカヤ群落 090916 写真-62 中・上流に多いハイコヌカグサ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-63 密な林分を形成したニワウルシ  写真-64 上流域の河原に成立したフサフジ

ウツギ－フジウツギ群落 090917 
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写真-65 下流域に多いキクイモ群落 090917 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         写真-66 オオキンケイギク群落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-67 カワジシャ－オオカワジシャ群落 
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セイタカアワダチソウ 
写真-68 セイタカアワダチソウ群落 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真-69 セイバンモロコシ群落   写真-70 カラシナ群落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-71 シャチクリソバ群落       写真-72 タチバナモドキ群落 
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写真-73 ハリエンジュ群落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-74 オニグルミ群落 
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8. 竹林�植林 
 多摩川では以下のような竹林群落が見られる 
 マダケ、ハチク、メダケ、アズマネザサ 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
写真-75 ハチク林 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-76 マダケ林     写真-77 メダケ林 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-78 クロマツ植林 
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9. ツル植物に対する対策指針 
 洪水頻度の低下と洪水による植生攪乱、破壊力が弱まるにつれ、河川の藪化、とりわけ

ツル植物の繁茂が顕著となってきた。多摩川河川における近年の植生変化は、河川景観を

大きく変えるものである。特定外来生物に指定されているアレチウリの繁茂も顕著である。 
 アレチウリに関しては、特定外来生物に指定されていることもあり、市民の関心も高く、

各地でその駆除の努力がなされている。 
 多摩川においても、NPO 河川生態市民モニタリング研究会が中心となり、2006 年度、

2007 年度とアレチウリの現状把握調査と対策に取り組んできた。他地域の河川、たとえば

千曲川・犀川、天竜川・三峰川、猪名川などでも市民グループが参加してアレチウリの駆

除に努力している。しかしながら、多くの努力にもかかわらず、結果的にはその成果は芳

しくない。 
以下にツル植物に対する対策指針をまとめてみた。 
 

１：強制排除（物理的排除） 
  引き抜き、刈り取りなど人為的に強制的に排除するやり方である。 
  対策：年に複数回の実施と複数年（数年）にわたって継続的に実施する必要がある。 
  トゲを有することから、ケガの予防のため手袋、マスクなどの着用が必要。 
  文献では、成長初期の抜き取りが効果的とあるが、1-2ｍ程度に成長し、結実する前に 

実施する方が、個体認識が容易で、抜き取り効果がより大きいと考えられる。 
2：生態学的排除 
  アレチウリ対策 
  他種との競合や、ツル植物の特性、遷移の進行を利用する手法 
  アレチウリは一年生であり、発芽時期が 5 月以降とやや遅い特性がある。発芽にも日

当たりの良い場所を好む。 
  対策：河川での在来種の群落形成を助け、春季の裸地状態を避け、アレチウリの発芽、

成長を抑え込む。 
  草刈や除草は逆効果となる可能性を持っている。 
  クズ対策 
  クズは初期段階で地上部に走出枝を伸ばし、拡大する。走出枝の成長は年間 10 数メー 

トルに及び、節部分で根を地下に伸ばす。 
  火入れ対策：火入れすることで地上部の走出枝を効果的に駆除できる。 
  この場合、火入れに抵抗力のある多年生のオギなどの混生があることが必要。 
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4) 樹林構造の違いによる拡大速度について, 応用生態工学会,第 13 回研究発表会講演集，

pp.151-154  浦和. 菊次 祐、佐々木 寧. 2009.9. 

5）河川敷の薮化進行と火入れ効果、日本生態学会第 56 回盛岡大会.2009. 

6）河川敷の藪化・樹林化問題を考える.日本生態学会第 56 回盛岡大会企画集会.2009. 

7）Effects of soil characteristics and flood disturbance on the flood plain liana. 
応用生態工学会,第 13 回研究発表会講演集，pp.235  浦和. S.Kotagiri, T.Asaeda. 

Md.Nazim Uddin.2009. 

8) 三春ダム湖岸におけるアレチウリ(Sicyos angulatus)の生態に関する研究.2009. 

  福山朝子、浅枝 隆、藤野 毅. 埼玉大学工学部卒論発表. 

9) 三春ダム湖岸におけるイタチハギ(Amorpha fruticosa Linn)、アレチウリ(Sicyos  
angulatus)の生態特性. 埼玉大学工学部卒業研究発表 浦和.中村裕太、浅枝 隆，藤野 

武.2009.  
10) 多摩川における市民参加型モニタリング調査手法の研究. 埼玉大学大学院理工学研究

科修士論文発表会要旨集. pp.内田哲夫、浅枝 隆.2009. 

11) 河川氾濫域に自生する植生を介した窒素循環における根粒最近の役割. 埼玉大学大学

院理工学研究科修士論文発表会要旨集. pp.85-88.小田宗一郎、浅枝 隆.2010. 

12）多摩川市民による外来植生調査報告. 10pp.多摩川センター・河川生態市民モニタリ

ング研究会.2007. 

13）河川における外来種対策の考え方とその事例―主な侵略的外来種の影響と対策―.92 pp. 

外来種影響・対策研究会.リバーフロント整備センター.2003. 

14）河川における外来種対策の考え方とその事例―主な侵略的外来種の影響と対策―.改訂

版.313 pp. リバーフロント整備センター. 2008. 

15）出水がアレチウリ群落の拡大に及ぼす影響とその考察―実験・数値解析からの検討―. 

  水工学論文集、第 50 巻、大石哲也・天野邦彦. 2006. 
16）千曲川・犀川のアレチウリ－河川の自然を保全するための外来植物対策－.24 pp.2003.

北陸地方整備局千曲川工事事務所調査課. 
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17) 多摩川におけるクズ(Amorpha fruticosa とアレチウリ Sicyos angulatus)の生態環境

と形態的特性についての研究. 埼玉大学工学部卒業研究発表 小野弘量、浅枝 隆，藤野 

武.2009.  

18) 河川氾濫域に自生する植生を介した窒素循環における根粒最近の役割. 埼玉大学大学

院理工学研究科修士論文発表会要旨集. pp.85-88.小田宗一郎、浅枝 隆.2010. 

19）樹林化の進行する河川構造とその対策手法―多摩川河川敷を例としてー. 埼玉大学工

学部卒業研究発表.菊次 祐、佐々木 寧.2009.  

20）河道内樹林と藪化の拡大速度についての研究―多摩川河川敷を例としてー. 埼玉大学

工学部卒業研究発表.薩摩明俊、佐々木 寧.2009.  
21）河川の藪化・樹林化防止策としての火入れの有効性の検討. 埼玉大学工学部卒業研究

発表 .和泉淳司、佐々木 寧.2008. 

22）多摩川淺川合流点における河川植生の立地環境の経年動態について. 埼玉大学大学院

理工学研究科修士論文発表 .津田亘彦、佐々木 寧.2008. 

23）河川植生の管理―河川の外来植物対策を中心としてー、河川環境研究会講演集、10 号. 

  pp.44.河川環境管理財団. 星野義延.2009. 
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��  ��群落 ���表 

 
表 2：タウコギクラス  
 メリケンガヤツリ群落  ミゾソバ群集 カワヂシャ－オオカワヂシャ群落 
 アメリカセンダングサ－オオイヌタデ群落 オオクサキビ－ヤナギタデ群集 
 クグガヤツリ－ヌマガヤツリ群落   タマガヤツリ群落 
 ミゾコウジュ群落         ツルマメ群落 
表 3：ヨシクラス  ―1 （河口域） 
 イセウキヤガラ群集        シオクグ群集 
 アイアシ群集           ウシノシッペイ群落 
 コウキヤガラ群落         チクゴスズメノヒエ群落 
表 4：ヨシクラス  ―2 （中流域） 
 フトイ－サンカクイ群落      サンカクイ－コガマ群集 
 ヒメガマ群落           ミクリ群落 
 トクサ群落            セリ－クサヨシ群集 
 ヨ シ群落            イヌドクサ群落 
 オ ギ群集            クズ－オギ群落 
表 5：ヨシクラス  ―2 （上流域） 
ヌマハコベ－タネツケバナクラス  
 オランダガラシ群集 
ヨシクラス 
    ハイコヌカグサ群落        ツルヨシ群集           

ヤマアゼスゲ群落 
表 6：シロザクラス  
    シナダレスズメガヤ群落      ナギナタガヤ群落 
 ハルシャギク群落         オオキンケイギク群落 
 ハマダイコン群集         カラシナ群落 
 カラスムギ群落         ナガミヒナゲシ－ネズミホソムギ群落 
 オオブタクサ群落         アレチウリ群落 
 ヒエガエリ群落 
表 7：ヨモギクラス  
 キクイモ群落           ハナウド群集 
 イヌアワ群落           セイバンモロコシ群落 
 ヤブカンゾウ－クサソテツ群落   ヤマゼリ群落 
 アズマヤマアザミ群落 
表 8：オオバコクラス  
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 オニウシノケグサ群落          オオニワゼキショウ群落 
 ナガバギシギシ－ギシギシ群集    シャクチリソバ群落 
 ネズミノオ－カゼクサ群落 
表 9：ススキクラス  
 カワラヨモギ－カワラサイコ群集  シ バ群落 
 チガヤ群落            オトコヨモギ－トダシバ群落 
 レンリソウ－ススキ群落      オガルカヤ群落 
 タケニグサ－イタドリ群落     カリヤスモドキ群落 
 シラン－ススキ群集        

チャセンシダクラス  
 ダイモンジソウ群落       コバノヒノキシダ－ヒメウラジロ群落 
 ウラハグサ群落 
表 10：カワラハハコ－ヨモギ群団  
 マルバヤハズソウ－カワラノギク群集 マルバヤハズソウ群落 
 キバナコスモス群落        ヤハズソウ群落 
 オオアレチノギク－ヒメムカシヨモギ群落 
表 11：低木林植生 
オノエヤナギクラス  
 イヌコリヤナギ群集        ネコヤナギ群集 
ノイバラクラス  
 ク コ群集               タチバナモドキ群落 
 センニンソウ群集         クズ群落 
 アズマネザサ群落         メダケ群集 
 フサフジウツギ－フジウツギ群落     ユキヤナギ群集 

コマツナギ群落             ヤマブキ群落 
表 12：高木林植生   

コゴメヤナギ群集         タチヤナギ群集 
クラス・オーダー不明  
クサギ－アカメガシワ群団  
 キササゲ群落           ニセアカシア群落 
 ニワウルシ群落          オニグルミ群落 
 マグワ群落            クサイチゴ－タラノキ群集 
    マダケ群落 
ブナクラス  
 ムクノキ－エノキ群集       コナラ－ケヤキ群落 
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≪様式４－２≫ 
 

             助成調査・試験研究完了報告書   [学術研究用] 
（最終年度） 

 
2010 年 4 月 28 日 

財団法人 とうきゅう環境浄化財団 
 会 長  西 本 定 保  様 
 

                  住 所 
                調査・試験研究者 東京都板橋区坂下一丁目 36-21 
                   NPO 河川生態市民モニタリング研究会 

氏 名       佐々木 寧  ◯印  
 
 2008 年 1 月 15 日付第 2008－15 号 
 調査・試験研究課題 
   『多摩川における“ツル植物”の繁茂が河川生態系に及ぼす影響 

の解析・評価と対策指針に関する検討』 
 
 上記、助成調査・試験研究は 2010 年 3 月 31 日に完了いたしましたので、[財団法人 と

うきゅう環境浄化財団“調査・試験研究助成に関する調査・試験研究の選定基準、助成の

方法、調査・試験研究の実施方法、助成金の支払い方法ならびに調査・試験研究者の個人

情報の保護の方法に関する規程”]第１２条に基づき、下記書類を添えて報告いたします。 
 

記 
１．調査・試験研究の実施内容および成果に関する報告書 
  （１）①調査・試験研究課題 

多摩川における“ツル植物”の繁茂が河川生態系に及ぼす影響の解析・評価と

対策指針に関する検討 
     ②代表研究者名  

佐々木 寧 Sasaki Yasushi 
所属 埼玉大学大学院理工学研究科 
Graduate School of Science and Engineering. Saitama University. 

      共同研究者名  
浅枝 隆 Asaeda Takashi 
所属 埼玉大学大学院理工学研究科 
Graduate School of Science and Engineering. Saitama University. 
星野義延 Hoshino Yoshinobu 
所属 東京農工大学 農学部 
Tokyo University of Agriculture and Technology 
村上雄秀 Nurakami Yuhide 
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所属 地球環境戦略研究機関、国際生態学センター 
Institute for Global Environmental Strategies  

   
     ③実施内容 要約４００字程度（邦文、英文） 

④今後予想される効果 （別紙資料のとおり） 
      ⑤調査・試験研究対象場所  

多摩川全線、一部荒川、別紙地図に対象範囲を明示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図   調査・試験研究対象場所 
 
 

      ⑥本研究により作成した発表論文 
以下のとおり。その概要は添付資料。 

1) Seasonal Allocations of Biomass, Nutrients and Carbon Fractions in two 
Herbaceous Lianas in Floodplain of a Regulated River. 

     MD.Nazim Uddin, supervisors; T.Asaeda and T.Fujino.2009. 
2)  市民参加による水系レベルの河川生態系モニタリング調査の実施と課題 , 応用生態

工学会 , 第 13 回研究発表会講演集，pp.141-144,浦和 . 内田哲夫，浅枝 隆，辻野五郎

丸，野村 亮 . 2009.. 

3)  Seasonal variations of non- structural carbohydrates of Pueraria montana in 
the floodplain of a modified river. 応用生態工学会 , 第 13 回研究発表会講演集，

pp.205-206, 浦和 . MD.NazimUddin, T. Asaeda and MD. Harun OR Rashid. 2009.9. 
4)  樹林構造の違いによる拡大速度について, 応用生態工学会 ,第 13 回研究発表会講演集，

pp.151-154  浦和 . 菊次  祐、佐々木 寧 . 2009.9. 
5）河川敷の薮化進行と火入れ効果、日本生態学会第 56 回盛岡大会. 佐々木 寧 .2009. 

6）河川敷の藪化・樹林化問題を考える.日本生態学会第 56 回盛岡大会企画集会. 佐々木 
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寧 .2009. 

7）Effects of soil characteristics and flood disturbance on the flood plain liana. 
応用生態工学会 ,第 13 回研究発表会講演集，pp.235  浦和 .S.Kotagiri, T.Asaeda. 
Md.Nazim Uddin.2009. 

8) 多摩川におけるクズ(Amorpha fruticosa とアレチウリ Sicyos Angulatus)の生態環境

と形態的特性についての研究. 埼玉大学工学部卒業研究発表  小野弘量、浅枝  隆，藤

野 武 .2009.  
8) 三春ダム湖岸におけるイタチハギ(Amorpha fruticosa Linn)、アレチウリ(Sicyos  

Angulatus)の生態特性. 埼玉大学工学部卒業研究発表  浦和 .中村裕太、浅枝  隆，藤野 

武 .2009.  
8) 三春ダム湖岸におけるアレチウリ(Sicyos angulatus)の生態に関する研究.2009. 

  福山朝子、浅枝 隆、藤野 毅 . 埼玉大学工学部卒論発表 . 
9) 河川氾濫域に自生する植生を介した窒素循環における根粒最近の役割. 埼玉大学大学

院理工学研究科修士論文発表会要旨集. pp.85-88.小田宗一郎、浅枝 隆 .2010. 

10）樹林化の進行する河川構造とその対策手法―多摩川河川敷を例としてー. 埼玉大学工

学部卒業研究発表 .菊次 祐、佐々木 寧 .2009.  
11）河道内樹林と藪化の拡大速度についての研究―多摩川河川敷を例としてー. 埼玉大学

工学部卒業研究発表 .薩摩明俊、佐々木 寧.2009.  
12）河川の藪化・樹林化防止策としての火入れの有効性の検討. 埼玉大学工学部卒業研究

発表 .和泉淳司、佐々木 寧 .2008. 
13）多摩川淺川合流点における河川植生の立地環境の経年動態について. 埼玉大学大学院

理工学研究科修士論文発表 .津田亘彦、佐々木 寧 .2008. 
14)  多摩川における外来植生の市民参加型モニタリング調査手法の研究 . 埼玉大学大

学院理工学研究科修士論文発表会要旨集. pp.29-82. 内田哲夫，浅枝  隆  2009. 

 

 

   （２）財団提出研究成果報告書 
（ＣＤ－ＲＯＭ添付） 
 

２．調査・試験研究の助成金に関する決算報告書（最終年度１年分） 
      別紙資料のとおり 
   （１）調査・試験研究総額 

2008 年度 3,602,000 円  （内自己負担額 1,814,600 円） 
      2009 年度 4,053,600 円  （内自己負担額 2,268,000 円） 
   （２）助成金限度額（費用項目別） 
            2008 年度 1,787,400 円 
      2009 年度 1,785,600 円 
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資料 

 

③ 実施�� 

本調査では藪化の中心植物である外来生のアレチウリ、及び在来生のクズ、ヤブカラシ、

カナムグラなどのツル植物を対象に生態的特性と管理手法についての検討を進めてきた。

とくに多摩川の河川環境管理計画で設定された「生態系保持空間」は、在来ツル植物のク

ズが急速に繁茂、その景観を大きく変貌させ、種多様性の低下、鳥類や昆虫相などにも大

きな影響を与えている。こうした今日的で新たな事態が生態系に及ぼす影響、対策に関す

る調査研究は極めて少ない。このような状況から本調査では、以下の二点を目的として実

施してきた。 

 

１．アレチウリの他、在来性のツル植物の生態・立地調査を行うとともに、既往の研

究事例の整理、その生態的特性を把握、ツル植物の繁茂の問題点を明確にする。 

2．在来性ツル植物の駆除対策を想定し、特定地区での群落組成調査、土壌調査、バイ

オマス特性等を調査し，その生育特性を解析することにより駆除あるいは生態的管

理手法の基礎的知見を得る。 

調査・試験研究の対象地区は、多摩川直轄管理区間の河川敷全域とするが、「生態系保

持空間」や「水辺の楽校」である狛江宿河原、大栗川合流点、日野－八王子、淺川合

流点の各地区を重点的におこない、以下の詳細調査を進めてきた。 

 

1） ツル植物の生態特性の調査 

既存調査資料を使い河川地形変動を把握、空中写真や現地調査によって、ツル植物

の群落組成繁茂、分布状況と群落の変遷を整理・解析を行った。 

2） ツル植物の立地特性の調査 

ツル植物繁茂地区の土壌立地と化学性、ツル植物ごとのバイオマス特性などの詳細

調査し、その生育立地特性を明らかにした。 

3）アレチウリや他のツル植物の分布状況と生態的特性について研究成果を集約し、多

摩川をモデルとした管理手法、すなわち強制的排除の手法と生態学的管理の手法を

全国に発信する。 

 

④ 今後�想される�果 

多摩川に限らず河川の藪化・樹林化とツル植物の繁茂の問題は、全国的な傾向である

ことから、本研究の成果は広く全国に発信できるものである。とくに、外来植物やツ

ル植物の繁茂と駆除という緊急的課題に河川管理者、市民の意識啓発と合意形成を行

い、具体的な維持管理対策について協働で進めていく事業に対し、大きく寄与し得る。 

ツル植物が繁茂して問題が指摘されている多摩川「生態系保持空間」⑧空間の今後

の管理方向について、一定の指針を得ることができたことから、今後市民参加により

駆除対策を試行、駆除地の植物群落の変動をﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞするなど具体的な事業を計画でき

る。 
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